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各支部勉強会情報

第二支部勉強会情報
平成 29 年 5 月 25 日（木）「平成 29 年度第 2回勉強会」
　場所　‌�国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中

会議場（予定）
1．製品紹介（18：30 〜 18：45）
司会：所沢ハートセンター　柴　俊幸
　「ITEMの SIEMENS CT最新情報」
� シーメンスヘルスケア株式会社　CT事業部
� 松浦　孝俊
2．一般研究発表（18：45 〜 19：15）
座長：イムス三芳総合病院　小田島　明子、
　　　所沢ハートセンター　柴　俊幸
　‌�「当院における医療安全の取り組み　〜ヒヤリハットに
ついて〜」

� 丸山記念総合病院　松田　繁尚
　‌�「当院における医療安全の取り組み　〜疑義照会につい
て〜」

� 丸山記念総合病院　野口　祐輔
　「最新アプリケーション情報」
� シーメンスヘルスケア株式会社　CT事業部
� 松浦　孝俊
3．特別講演（19：15 〜 20：30）
座長：防衛医科大学校病院　近藤　忠晴
　「いまさらきけない薬剤師による 3つの話
　‌�〜造影剤アナフィラキシーショック・ジェネリック医
薬品・乳癌治療薬について〜」

� 防衛医科大学校病院　薬剤部　相澤　雄介

平成 29 年 6 月 22 日（木）「平成 29 年度第 3回勉強会」
　場所　‌�国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中

会議場（予定）
1．製品紹介（18：30 〜 18：45）
司会：原田病院　瀧澤　　誠
　「AMULET Innovality のご紹介」
� 富士フイルムメディカル株式会社　MS部
� 販売促進グループ東日本MSセンター　浅野　省二
2．一般研究発表（18：45 〜 19：15）
座長：埼玉医科大学病院　堀切　直也、
　　　原田病院　　　　　瀧澤　　誠
　「造影 CT 検査時の血管外漏出への対策」
� 三郷中央総合病院　寺島　　宰
　‌�「スピンラベリング法を用いた非造影 MRA による腎動
脈描出における撮影条件の最適化」

� さいたま市立病院　佐藤　吉海

　「人工知能を用いた画像処理技術について」
� 富士フイルムメディカル株式会社　MS部
� 販売促進グループ東日本MSセンター　浅野　省二
3．特別セッション（19：15 〜 20：30）
座長：上尾中央総合病院　佐々木　健
　1）撮影技術
　　　　上尾中央総合病院　　滝口　泰徳
　2）撮影線量適正化
　　　　済生会川口総合病院　森　　一也
　3）読影
　　　　熊谷総合病院　　　　清水　理乃

平成 29 年 9 月 28 日（木）「平成 29 年度第 4回勉強会」
　場所　‌�国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中

会議場（予定）
1．製品紹介（18：30 〜 18：45）
司会：トワーム小江戸病院　菅野　勝
　「インプラントによる金属アーチファクト低減技術」
� GE ヘルスケア MR営業推進部　近江　公司
2．放射線技師技師セッション（18：45-20：45）
　「整形外科領域の撮影技術向上を目指して」
� 座長：トワーム小江戸病院　菅野　　勝
　1）MRI
　　　「病変把握がポイント！手関節MRI」
　　　　埼玉医科大学病院　堀切　直也
　2）CT
　　　‌�「診療に役立つ膝関節 CT のススメ　〜撮影技術と

最高性画像の提供〜」
　　　　越谷市立病院　　　村本　圭祐
　3）一般撮影
　　　‌�「膝関節立位荷重撮影について〜 X 線所見の取り

方から撮影条件の最適化まで〜」
　　　　上尾中央総合病院　渋江　芙美香

平成 29 年 10 月 26 日（木）「平成 29 年度第 5回勉強会」
　場所　‌�国立障害者リハビリテーションセンター 4F 中

会議場（予定）
1．メーカー情報提供（18：30 〜 19：00）
　「最新CT・ITEM2017 情報提供（仮）」
� 東芝メディカルシステムズ株式会社
2．放射線技師技師セッション（19：00 〜 20：30）
　「認定前に物理特性の基礎と演習、予習しませんか
　〜CT認定の合格率底上げに期待！〜」
� 所沢ハートセンター　柴　　俊幸
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『DRLを知り撮影線量最適化を図ろう！』

埼玉県診療放射線技師会 公益委員会副委員長
丸山記念総合病院 芦葉 弘志 様

拝啓

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

平成27年6月に日本初のＤＲＬが発表され１年半がたちました。
そこでＳＡＲＴ公益委員会では、地域・施設ごとの線量を調査し、
ＤＲＬをどのように利用し運用していくかを検討したいと考えて
おります。

この機会に被ばくの知識を活用して、適正化された線量で撮影
をする事を勉強してみてはいかがでしょうか。

お忙しいと存じますが、ぜひご参加くださいますようご案内申し
上げます。

敬具


